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はじめに
 筆者は 年度以来、東京都立大学、および首都大学東京の学部生用の授業において、フランス語検
定試験 級および（準）級の受験と合格を目標とした授業を毎年開講してきた。東京都立大学から首都
大学東京への移行を機に、人文･社会系と都市環境学部の一部を除くすべての学部と系で未習言語が必修
科目から外された結果、未習言語科目の履修者は漸次的に減少した。そのなかで検定試験受験という目
標を設定したのは、学生の意欲を引き出しやすいという利点を見込んだからである。また、フランス語
検定試験 級および準 級のレベルは、年次に一通り学習したフランス語の基礎を総合的に復習して強
化するのに適しており、さらに上のレベルを目指すための充実した基礎力を獲得させるのに適している。
 本稿は、筆者がこれまで約 年間にわたってフランス語検定試験対策授業を作り上げてきた試行錯誤
の過程を  つの時期に分けて振り返り考察するものである。第  期は、最初にこの授業をスタートさせ
た 年度から 年度まで、週に コマのみで、前期は 級、後期は 級の受験を目標として授業
を行った時期である。スタート当時は存在しなかった準 級が 年度から設置されたのを受けて、
年度からは後期の受験目標を準  級に設定した。その年から  年度までを第  期とする。また 
年度以降は授業を週  回とし、一方は筆記問題対策、他方は聴解問題対策を中心に授業を構成するよう
になった。この年から今日までの 年間を第 期とする。

１ 年度から 年度
【授業科目名】 「仏語 ,,」「仏語学演習」
【目標設定】 前期：仏検 級 後期：仏検 級
【履修者数】 前期：名前後 後期：名前後
【受講者の所属】「仏語 ,,」は全学部共通のフランス語中級クラス。「仏語学演習」は人文学部／人文・
社会系の専門科目であり、受講者は各専攻・教室の学生を対象としているが、実際には、両科目の受講
者の内訳は毎年ほぼ同じで、他学部の学生が前期は 〜名、後期は 名程度含まれるほかは、人文学部
／人文･社会系の学生が大半を占めた。


東京都立大学をはじめ、既存の都立 大学を統合して 年に新設された。
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


【教科書】 
 富田正二『完全予想仏検３級』筆記問題編、駿河台出版社（年）
 富田正二『完全予想仏検２級』筆記問題編、駿河台出版社（年）

【授業の方針と特徴】
（）毎回のテストと宿題
 試験に合格するために必要な語彙力と文法力を身につけてもらうため、毎回相当な分量の宿題を出し、
翌週の授業でその成果をはかるテストを毎回実施するという方法で、受講者の努力を引き出す工夫をし
た。
（）合格優先
 仏検 級および 級の 次試験は筆記問題と聴解問題からなり、級の筆記問題は全部で 題、級は
題からなる。しかし、本授業では後半の長文読解の問題は扱わない。前半の語彙と文法の問題に習熟す
れば自ずと後半の長文問題も解けるようになるからである。

【授業の構成】
 前期
 第 回 
 仏検 級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏検 
級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）
 筆記問題の１〜に対応して、第 回は語彙・日常表現、第 回は動詞、第 回は前置詞、第 回は代
名詞、第  回は単語の並べ替えを課題として、参加者には前もって前掲教科書の当該範囲を宿題とし、
授業では筆者が作成するテストを実施、筆者が各参加者の解答を点検する。授業の後半は、受講者が辞
書や文法書を見ながらあらためてテストを解き、筆者が詳しく解説する。
 第 回〜第 回（筆記問題第２クール＋聴解問題）
 第  回から第  回の課題の中から、特に受講者が苦手に感じた課題を選び、上記と同じように、受講
者は次週までに課題に習熟するよう準備し、筆者が新たなテストを作成し、同様の授業を行う。
 さらに、授業の後半 分程度を聴解問題に宛て、書き取り問題と聞き取り問題の過去問を可能な範囲
で実施し、答え合わせを行う。
 第 回 
 仏検  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は自身
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
が初回の授業時に比べて格段にレベルアップしていることに気づくことになる。
 第 回〜第 回
 仏検 級の本番が終わったあとは、後期の 月に受験を目指す仏検 級の準備を始める。
 基本的には上記第 回〜第 回に行ったのと同じことを 級のレベルで行う。
後期
 第 回 
 仏検 級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏検 
級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）
 筆記問題の１〜に対応して、第 回は前置詞、第 回は語彙・日常表現動詞、第 回は動詞、第 回
は代名詞などを課題として、参加者には前もって前掲教科書の当該範囲を宿題とし、授業では筆者が作
成するテストを実施、筆者が各参加者の解答を点検する。授業の後半は、受講者が辞書や文法書を見な
がらあらためてテストを解き、筆者が詳しく解説する。
 第 回〜第 回（筆記問題第２クール＋聴解問題）
 第  回から第  回の課題の中から、特に受講者が苦手に感じた課題を選び、上記と同じように、受講
者は次週までに課題に習熟するよう準備し、筆者が新たなテストを作成し、同様の授業を行う。
 さらに、授業の後半 分程度を聴解問題に宛て、書き取り問題と聞き取り問題の過去問を可能な範囲
で実施し、答え合わせを行う。
 第 回 
 仏検  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は自身
が初回の授業時に比べて格段にレベルアップしていることに気づき、自信を持って本試験に臨むことに
なる。
 第 回〜第 回
 仏検 級 次試験の準備。
 級の 次試験は 次試験の合格者を対象とする面接試験である。
 第 回は面接試験の概要を説明したうえで、面接試験の冒頭で求められる自己紹介の練習をする。
 第  回以降は、過去に出題された面接試験のカードを使って実際のやりとりの練習をすると同時に、
模範解答を暗記して空で言う練習をし、模範解答を自分のケースに書き直して暗唱する。
 第 回は 次試験の直前になるので、実際の試験と同じような形式で、一人ずつ模擬試験を行う。

【成果】
 仏検 級に関しては、毎年 人前後の受講者のうち、受験者が 人前後で、合格者は 名前後であ
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
る。不合格になるのは、授業にほとんど参加せずにさぼっていた学生だけである。級については受講者
名程度で受験者が例年 名程度、そのうち合格者は 名程度である。

【問題点】
 （）教科書 教科書として使用した富田正二『完全予想仏検  級』および『完全予想仏検  級』は、
参考書としても問題集としても詳細で網羅的であり、きわめて充実している。値段も普通の教科書並み
で驚くほど良心的である。しかし、短期決戦で仏検を攻略しようとする学生にとっては情報量が多すぎ
るという難点もある。また情報量だけでなく、レベルの点でも、特に『完全予想仏検  級』の場合は、
実際の仏検  級レベルよりだいぶ高い内容が多くを占めているので、長く使うには大変よいのだが、即
応性には問題がある。
 （）難度 年までは仏検準 級が設置されていなかった。もともと 級と 級の間には難度の差
が大きく開いている。標準学習時間は 級が 時間以上（大学で未習言語としての授業週 回を 年
間受講したレベルに相当）とされているのに対して、級は 時間と 倍である。そのため、級に余
裕を持って合格した学生でさえ、級のレベルの高さに自信をなくし、受験を諦める者、はじめから後期
の 級の授業は履修しない者も多かった。年に準 級が設置されたことでこの問題は解決したと言
える。
 （）授業時間数 週 回の授業では、筆記問題の一部を集中的に攻略することで手一杯である。前述
のとおり、筆記問題の全部を授業で扱う必要は、合格のために必ずしも必要ではない。週  回の授業の
なかで、級を通過するのに必要最低限の学力をつけることは可能である。しかし、この場合、特に筆記
試験の第  問（慣用文穴埋め）と第  問（動詞活用）の得点率は上がらず、それ以降の選択問題で点数
を稼ぐ形になり、堅固な基礎力がついたとは言えない。また聴解問題の練習の時間が十分取れないのも
問題である。同じ問題は後期により深刻化する。それまで書き取りをしたこともない学生がいきなり 
級のディクテ（書き取り問題）や聞き取り問題で点を取るのは困難である。そのため、 級に関しては、
それまでに本授業以外の方法でフランス語に取り組んできた学生や、短期留学から帰国した学生などが
合格することが多いのが実情であった。
（）試験日と授業の関係 フランス語検定試験は、前期は 月第 日曜日（級）、後期の 次は 月
第 日曜日、次は 月末にある。前期は試験まで 回程度授業があるのが、本授業を実施している首
都大学東京では、後期は 月から始まるため、第一次試験まで 回しか授業ができない。このことが上
記（）の問題をさらに深刻にしている。

２ 年度から 年度
【授業科目名】 「仏語学演習」／「フランス語学演習」
102


【目標設定】 前期：仏検 級 後期：仏検準 級
【履修者数】 前期：〜名前後 後期：名前後
【受講者の所属】 「フランス語学演習」は人文・社会系の専門科目であり、受講者は人文･社会系各教
室の学生を対象としているが、他学部の学生が前期は 〜名、後期は 〜名程度含まれる。
【教科書・参考書】
 萩原茂久、鯨井佑士『仏検合格のための傾向と対策 級』駿河台出版社、年。
 森田秀二『仏検合格のための傾向と対策準 級』駿河台出版社、年。
 舟杉真一、モーリス・ジャケ『仏検対策準２級問題集』白水社、年。
 小幡谷友二ほか『フランス語単語の力を本当につけられるのはコレだ！基礎養成編』年。

【授業の方針】
 第 期（年度から 年度）の（）、（）と同じ。

【授業の構成】
 前期 第一期と同じ
 後期
 第 回 
 仏検準  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏
検準 級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）
 筆記問題の１〜に対応して、第 回は前置詞、第 回は語彙・日常表現動詞、第 回は代名詞、第 
回は動詞を課題として、参加者には前もって前掲教科書の当該範囲を宿題とし、授業では筆者が作成す
るテストを実施、筆者が各参加者の解答を点検する。授業の後半は、受講者が辞書や文法書を見ながら
あらためてテストを解き、筆者が詳しく解説する。
 第 回 
第  回から第  回の課題について、受講者が苦手に感じた課題を中心に過去問題を集めたテストを作成
して実施する。
 さらに、授業の後半３０分程度を聴解問題に宛て、書き取り問題と聞き取り問題の過去問を可能な範
囲で実施し、答え合わせを行う。
 第 回 
 仏検準  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は自
身が初回の授業時に比べて格段にレベルアップしていることに気づき、自信を持って本試験に臨むこと
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
になる。
 第 回〜第 回
 仏検準 級 次試験の準備。
 準 級の 次試験は 次試験の合格者を対象とする面接試験である。
 第 〜回 面接試験の概要とフランス語文の音読練習
 面接試験の前半で、問題カードを音読することが求められる。その練習として、音節とリズムグルー
プ、アンシェヌマン、リエゾン等の規則を確認したうえで、実際に正確に音読する練習をする。
第 〜回 
過去に出題された面接試験の問題カードを使って実際のやりとりの練習をする。
 第 回は 次試験の直前になるので、実際の試験と同じような形式で、一人ずつ模擬試験を行う。

【成果】
 前期は受講者の 割以上が受験し、受験者のほぼ全員が 級に合格した。後期は受講者 〜名程度で
受験者が例年 〜名程度、そのうち合格者は 〜割程度である。

【問題点と改良点】
（）前項で書いた教科書の問題は、 年に『仏検合格のための傾向と対策  級』の新版（萩原茂久、
鯨井佑士著、駿河台出版社）が刊行されたことでほぼ解決した。本書は巻末に「級 必須ポイント」と
して、動詞、代名詞、その他の文法事項のまとめと、慣用表現、動詞の構文のリスト、語彙集を過不足
なく完備した画期的な参考書である。 
（）難度 それまで存在しなかった仏検準  級が  年度に設置され、それまでレベルが離れすぎて
いると言われていた  級と  級の間をゆるやかにつなぐこととなった。それを受けて本授業でも後期の
目標を準  級にした結果、学生の意欲向上につながり、結果もよい方向へ向くようになった。しかし、
１の（）と（）に書いたとおり、特に後期の授業時間数が足りないため、仏検準  級に関しては結果
が思うように伸びなかった。
（）授業時間数 １に同じ。
（）試験日と授業の関係 １に同じ。 

３ 年度から 年度

【授業科目名】 「フランス語学演習」「フランス語学概論」
【目標設定】 前期：仏検 級 後期：仏検準 級
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
【履修者数】 前期：名前後 後期：〜名前後
【受講者の所属】 「フランス語学演習」は人文・社会系の専門科目であり、受講者は各教室の学生を
対象としているが、他学部の学生が前期は 〜名、後期は 〜名程度含まれる。
【教科書、参考書】
 萩原茂久、鯨井佑士『仏検合格のための傾向と対策 級』駿河台出版社、年。
 舟杉真一、モーリス・ジャケ『仏検対策準２級問題集』白水社、年。
 富田正二『完全予想仏検準２級』筆記問題編、駿河台出版社、年。
 久松健一、パスカル・マンジュマタン『フランス語重要表現･熟語集』駿河台出版社、年。
【授業の方針と特徴】
（）毎回のテストと宿題
 第一期の（）に同じ。
（）週 回授業で筆記問題と聴解問題の対策を充実化
（）動詞活用テスト、語彙テストの導入
 受講者の弱点の一つである動詞活用と単語の正確な綴り字法を克服するため、毎回の授業でテストを
実施する。
（）聴解問題授業における暗唱テストの導入
 聴解問題で聞き取りが難しいと感じる受講者は、発音や音読ができていないことが多い。本授業では、
書き取り（ディクテ）の過去問を行い、その音源を受講者に配布し、翌週の授業でそのテクストの暗唱
を課している。ただ覚えるだけでなく、録音と同じリズムや発音で言えるようになるまで練習すること
を課している。この繰り返しにより、聞き取りの力が飛躍的に向上する。
 さらに、（）の語彙の筆記テストで覚えた単文を、翌週の聴解問題授業において、口頭で答えるテス
トを行うことで、記憶を定着させ、語彙力をさらに強化する。
（）これまでの仏検対策授業では、合格ラインに達することを最優先させ、限られた時間のなかで最低
限のことを行ってきたが、授業が週  回になったのを期に、上述のとおり多様な学習ができるようにな
った。それを繰り返すことで、仏検の受験だけでなく、より長期の展望を持ってフランス語力を増強す
るための基礎をつけることが可能になった。

 【授業の構成】
 前期（仏検 級対策）
◆筆記クラス
 本授業は①語彙テストと、②筆記問題対策テストから構成される。
 第 回 
105104


 仏検 級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏検 
級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）
 筆記問題の１〜に対応して、第 回は語彙・日常表現、第 回は動詞、第 回は前置詞、第 回は代
名詞、第  回は単語の並べ替えを課題として、参加者には前もって前掲教科書の当該範囲を宿題とし、
授業では筆者が作成するテストを実施、筆者が各参加者の解答を点検する。授業の後半は、受講者が辞
書や文法書を見ながらあらためてテストを解き、筆者が詳しく解説する。
 第 回〜第 回（筆記問題第２クール）
 第  回から第  回の課題の中から、特に受講者が苦手に感じた課題を選び、上記と同じように、受講
者は次週までに課題に習熟するよう準備し、筆者が新たなテストを作成し、同様の授業を行う。
 さらに、授業の後半３０分程度を聴解問題に宛て、書き取り問題と聞き取り問題の過去問を可能な範
囲で実施し、答え合わせを行う。
 第 回 
 仏検  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は自身
が初回の授業時に比べて格段にレベルアップしていることに気づくことになる。
 第 回〜第 回
 仏検 級の本番が終わったあとは、後期の 月に受験を目指す仏検 級の準備を始める。
 基本的には上記第 回〜第 回に行ったのと同じことを準 級のレベルで行う。

◆聴解問題クラス
本授業は毎回以下 種類の練習から構成される。
①動詞活用テスト 
②暗唱１（筆記問題クラスの語彙テストで覚えた単文の暗唱テスト 
③暗唱２（前回の書き取り問題で使用した音源の暗唱テスト） 
④仏検 級の書き取り･聞き取り問題の過去問の実践

後期（仏検準 級対策）
◆筆記問題クラス
 第 回 
 仏検準  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、各参加者は仏
検 級の難易度を実感し、自身の学力レベルを認識する。
 第 回〜第 回 （筆記問題第１クール）
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

 筆記問題の１〜に対応して、第 回は前置詞、第 回は語彙・日常表現動詞、第 回は動詞、第 回
は代名詞などを課題として、参加者には前もって前掲教科書の当該範囲を宿題とし、授業では筆者が作
成するテストを実施、筆者が各参加者の解答を点検する。授業の後半は、受講者が辞書や文法書を見な
がらあらためてテストを解き、筆者が詳しく解説する。
 第 回〜第 回（筆記問題第２クール＋聴解問題）
 第  回から第  回の課題の中から、特に受講者が苦手に感じた課題を選び、上記と同じように、受講
者は次週までに課題に習熟するよう準備し、筆者が新たなテストを作成し、同様の授業を行う。
 第 回 
 仏検  級の過去問題（筆記）を模擬試験形式で解いた後、解説を行う。それにより、参加者は自身が
初回の授業時に比べて格段にレベルアップしていることに気づき、自信を持って本試験に臨むことにな
る。
 第 回〜第 回
 仏検 級筆記試験の準備。

◆聴解問題クラス
 仏検準 級 次試験の準備。
前述した２の後期「仏検準 級 次試験の準備」の内容を参照。
 
【成果】
仏検合格者 受講者が少しずつ増加しており、前期の仏検  級クラスは毎年  人前後の受講者があり、
そのうち仏検の受験者は 名程度、不合格者は 名程度である。また後期の準 級クラスは受講者が 
〜名、そのうち受験者は 割程度、不合格者は 名程度である。前期も後期も不合格になるのは、授
業にほとんど参加せずに学習をなかば放棄した学生だけである。
授業回数 週  回、筆記と聴解に分けて授業を行うようになり、読み書きだけでなく、聴解力について
も十分な練習ができるようになった。さらに、動詞活用テスト、語彙テスト（筆記と口頭）、暗唱テスト
なども加えた結果、受講者のフランス語基礎力は飛躍的に充実した。受講者のなかからは、準  級に合
格したあと、交換留学でフランスへ行った者が 年度は 名、年度は 名、年度は 名出
ているが、留学による語学力のめざましい上達の根底には、こうした授業をとおしての基礎力強化の成
果があるものと考える。

【問題点と改良点】
 （）教科書・参考書 前期は前述の通り『仏検合格のための傾向と対策 級』が充実した内容と簡潔
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
さで理想的な参考書となっている。また語彙力強化のために選んだ『フランス語重要表現･熟語集』も 
級から 級までの語彙を段階的に網羅しているので、前期･後期を通して活用している。問題は準 級対
策用の参考書である。 年に刊行された富田正二『完全予想仏検準  級』は、 級および  級用の同
著者の同名の参考書と同じく、参考書としても問題集としても詳細で網羅的であり、充実している。値
段も普通の教科書並みで驚くほど良心的である。しかし、短期決戦で仏検を攻略しようとする学生にと
っては情報量が多すぎるという難点がある。一方、『仏検合格のための傾向と対策 級』と同じシリーズ
で出ている『仏検合格のための傾向と対策準 級』（）は解説部分が乏しく、過去問題集とほとんど
変わらない。同シリーズの 級の版と同水準のものが今のところ存在しないのが残念である。そのため、
授業では、富田正二『完全予想仏検準 級』を使用している。
（）難度 前述したように、年までは仏検準 級が設置されていなかった。もともと 級と 級の
間には難度の差が大きく開いている。標準学習時間は  級が  時間以上（大学で未習言語としての授
業週 回を 年間受講したレベルに相当）とされているのに対して、級は 時間と 倍である。その
ため、 級に余裕を持って合格した学生でさえ、 級のレベルの高さに自信をなくし、受験を諦める者、
はじめから後期の 級の授業は履修しない者も多かった。年に準 級が設置されたことでこの問題
は解決したと言える。ただし、前期の授業のなかで積極的に学習に取り組む学生のなかには、級より準
級のレベルに達する者、後期には準 級より 級のレベルに達する者が出てくる。それらの特に優秀な
学生をどのように配慮するかが新たな課題となった。 
（）授業時間数 筆記問題クラスと聴解問題クラスを分け、週 回授業を行うようになって、この問題
はほぼ解決した。
（）試験日と授業の関係
 フランス語検定試験は、前期は 月第 日曜日（級）、後期の 次は 月第 日曜日、次は 月末
にある。前期は試験まで 回程度授業があるのが、本授業を実施している首都大学東京では、後期は 
月から始まるため、第一次試験まで 回しか授業ができない。


おわりに
  年度に開始した本授業は、時を経るにしたがって受講者数が増加し、得られる成果も向上してい
る。その理由として考えられるのは、まず受講者自身が意欲を持って授業に取り組んだことがあるが、
第  期以降は授業を週  回にしたことにより、それまで受講者が苦手としていた動詞活用や単語の綴り
を正確に書くテストを導入し、聴解問題の対策に十分な時間を取れるようになったこと、また準  級の
導入により、級を取得した学生がそこで立ち止まらずに次の目標を目指すことが容易になったことなど
が挙げられるだろう。その結果、 級および準  級の合格率は  割〜 割以上に上がったばかりでなく、
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

フランス留学や大学院進学など、長期の展望を持ってフランス語を学ための基礎力を増強することが可
能になった。そこからわかるように、語学力の増進のためには、はっきりとした目標を定め、目標達成
の課題を集中的に学習することが重要だが、そのためにも、十分な授業時間を充てて書く･読む･聞く・
話すという  つの課題にじっくり取り組む必要がある。ごく当然のことではあるが、年間の仏検対策
の取り組みとその結果がそのことを目に見える形で示している。


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